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はじめに 
 
 女性消防吏員の活躍は、今後の消防を考えた際、必須のことと言えますが、平

成 29 年度当初の女性吏員比率が 2.6％にとどまるなど、今なお十分に進んでい

るとは言えない状況にあります。 
 
 これまでの多くの消防本部では、「消防は男性の職場」「鍛え抜かれた体力・技

術こそ消防組織の力の源泉であり、男性が圧倒的多数を占める現状は全く問題

ではない。」とする状況も多く見受けられました。 
 しかし、人口減少社会を迎え、防災力の低下が懸念される中、多様化・大規模

化する災害に的確に対応するためには、これまで以上に自助・共助・公助が一体

となって地域防災力を発揮することが必要です。 
 そして、女性消防吏員の活躍を推進する実質的な意義として、次の点が挙げら

れます。 
① 住民サービスの向上 

女性を含めた多様な経験を有する職員が住民サービスを提供すること

によって、子どもや高齢者、災害時の要支援者など、様々な状況にある

多様な住民への対応力が向上し住民サービスの向上が図られる。 

② 消防組織の活性化 

多様な視点でものごとを捉える組織風土、育児・介護などそれぞれ異な

る事情を組織や同僚が理解し支援する組織風土が醸成されることにより、

組織の活性化、組織力の強化、士気の向上が図られる。 

③ 優秀な人材の確保 

公務員受験者数の減少、また今後の少子化等に際して、女性受験者数

の増加による受験者全体数と選考倍率を確保することで、将来にわたっ

て優秀な人材の確保に向けた体制が図られる。 

 
 女性消防吏員の活躍を更に進めるには、「いかに女性消防吏員を採用するか」

といった点と、「今いる女性消防吏員にいかに働き続けてもらうか」といった点

の、両面に取り組む必要があります。 
 これを踏まえると、各消防本部の状況、すなわち、既に採用した女性が多くい

るのか、そうではないのか、といった点を踏まえ、何に優先的に取り組むべきか

が異なることが予想されます。 
 
 本稿では、こうした点から、各消防本部が自らの事務の参考としていただける

よう、次の構成としました。 
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① 女性消防吏員にかかる基礎データ（基礎数値）資料

② 先進消防本部の取組事例

③ 消防本部の状況別の典型的な課題と対応

 現在、各消防本部間で、女性活躍への意識が大きく異なる状況にあります。一

般的に女性消防吏員の活躍が少ないとされる小規模な消防本部（吏員数 100 人

未満）を例に取ると、女性吏員のいない本部が 6 割を占めていますが、最も女性

吏員比率の高い本部では 10％近くにまで上っています。 
 今後どの消防本部でも自らの課題を的確に分析し、女性活躍を進めるための

一助とすべく、本稿を頒布するものです。

4



 

 

１章 女性消防吏員にかかる基礎データ集 

 
 
 本稿は、平成 29 年 12 月に東京で開催した「女性消防吏員活躍推進研修会」

の資料を、一部改定したものです。 
 
 女性消防吏員の活躍の状況が本部間で大きくバラツキがあること、しかし、今

後の社会情勢を踏まえると、速やかに計画立てた採用を行うことが重要である

ことを示すデータとなっています。 
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女性消防吏員の現状

1

本資料に掲載したデータは、特に年度の断りが無いものである限り、
平成２９年度当初のものを用いています。

2

昭和４４年
（１９６９年）

○川崎市が１２人の婦人消防官を初めて採
用（2月）、横浜市、越谷市が採用を開
始（4月）
▶女性が持つ特性を活かし、きめ細やか

でソフトな消防行政を行うことが当初
の採用目的

▶主な業務は主婦や高齢者、子ども等へ
の防火・防災教育等

昭和４５年
（１９７０年）

○日立、北茨城、所沢、岩槻、朝霞、入間、
新座、館山の各市で採用を開始

昭和４７年
（１９７２年）

○東京消防庁が採用開始

昭和６０年
（１９８５年）

○「男女雇用機会均等法」の制定
▶募集、採用、配置、昇進について、女

性を男性と均等に取り扱うことを努力
義務に 等

平成３年
（１９９１年）

○「地方公務員の育児休業等に関する法律」の
制定

平成６年
（１９９４年）

○「女性労働基準規則」の一部改正
▶消防の業務についても、女性の深夜業
の規制を解除。これにより、24時間体制
（交替制勤務）での１１９番受信指令業
務や救急業務への従事が可能に

平成９年
（１９９７年）

○「男女雇用機会均等法」の一部改正
▶募集・採用、配置、昇進について、従来の

努力義務から禁止規定に。また、女性のみ
の募集・女性優遇も原則禁止

▶セクシュアルハラスメントについての事業
主の雇用管理上の配慮義務が定められた。

平成１６年
（２００４年）

○消防庁から以下の事項について各消防本部等
へ通知を発出
▶女性消防職員の採用等に係る留意事項を周知

・男女の区別なく平等な受験機会・職域の拡大
・警防業務を含む消防活動において基本的

には女性も男性と同様に活動できること
（有毒ガス・重量物を除く）

・仮眠室やトイレ等の環境整備

平成１９年
（２００７年）

○消防庁において「女性消防職員の職場環境等
に関する調査検討会」を開催
▶女性消防職員の職場環境等を調査し、その

結果を通知するとともに、平成１６年の通
知に基づく更なる取組を要請

平成２７年
（２０１５年）

○消防庁において「消防本部における女性職員の
更なる活躍に向けた検討会」を開催

▶数値目標の設定による計画的な増員
平成38年度当初までに女性吏員割合５％目標

▶職域拡大、ライフステージに応じた配慮等

女性消防職員（吏員）の採用・職域等に係る経緯
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3

女性消防吏員割合

増加人数 １３９人 １８５人 205人１８４人

10年後５％目標

女性消防吏員は、平成27年度の消防庁次長通知で、10年後
に５％を目標としているが、

毎年、200人前後で増加しているが、このペースで増加し
ても、10年後の５%目標は達成困難。（3.5%の見込み）

4

《参考》 女性比率

・消 防 吏 員：2.6％（H29.4.1現在）

・警 察 官：8.5％（H28.4.1現在）

・自 衛 官：5.9％（H27年度末現在）

・海上保安官：6.2％（H28年度）

・一般行政職：28.3％（H25年４.１現在）

（地方公務員）

警察・自衛隊・海上保安庁・一般行政職との比較

消防と同様に24時間365日現場活動を行う部隊を持つ組織と比較して低水準。
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消防本部規模ごとの女性消防吏員割合
（震災対策現況調査より：29年４月１日現在）

5

消防本部数 284 338 70 17 8 15

大規模消防本部ほど女性消防吏員の割合は高い傾向にあり、
規模の小さい消防本部は、数は多いが、女性の割合は低い傾向がある。

女性消防吏員割合
全国平均2.6%以上の消防本部

6
全国平均２．６％以上の消防本部数は、全体の約４分の１程度でしかない。
少数の本部が、全体平均を引き上げている傾向にあることが分かる。
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消防本部規模別
全国平均2.6%以上の消防本部

7

■女性消防吏員割合2.6%以上 ■女性消防吏員割合2.6%未満

消防吏員1000人以上 消防吏員700人～999人 消防吏員500人～699人

消防吏員300人～499人 消防吏員100人～299人 消防吏員100人未満

全国平均２．６％以上を達成している消防本部は、消防吏員700人以上に
なると８割以上の一方、小規模な本部では３割以下。

8

消防本部規模別女性消防吏員「0」本部
（震災対策現況調査より：29年４月１日現在）

300人以上
１１０本部

「０」なし60.6%

21.6%

女性「０」の消防本部は、全７３２消防本部中、３分の１の２４５本部が残る。
そしてその全てが、吏員数３００人以下の本部。
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9

消防本部規模別女性消防吏員数
（震災対策現況調査より：29年４月１日現在）

46.6%

5.4%

5.0%

14.6%

23.3%

5.0%このうち東京消防庁
の女性消防吏員

1,210人

5.4%

消防吏員1,000人以上の消防本部だけで、全女性消防吏員数の
約半数を占める。

都道府県別女性消防吏員割合

10
全国平均２．６％以上を達成している都道府県は、関東の都
心部等に集中している。
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女性消防吏員が増加した本部上位

11

都道府県名 消防本部名称

平成29年度 平成28年度 増減

消防吏員数 消防吏員数 29-28

合計 うち女性 女性割合 合計 うち女性 女性割合 合計 うち女性 女性割合

東京 東京消防庁 18,497 1,210 6.54% 18,666 1192 6.39% △ 169 18 0.16%

神奈川 横浜市消防局 3752 133 3.54% 3,695 126 3.41% 57 7 0.13%

神奈川 川崎市消防局 1462 63 4.31% 1,457 56 3.84% 5 7 0.47%

千葉 千葉市消防局 1,002 35 3.49% 989 30 3.03% 13 5 0.46%

大阪 堺市消防局 965 31 3.21% 966 26 2.69% △ 1 5 0.52%

大阪 大阪市消防局 3,490 118 3.38% 3,498 113 3.23% △ 8 5 0.15%

群馬 高崎市等広域消防局 456 17 3.73% 451 13 2.88% 5 4 0.85%

新潟 新潟市消防局 936 14 1.50% 936 10 1.07% 0 4 0.43%

長崎 佐世保市消防局 371 11 2.96% 374 7 1.87% △ 3 4 1.09%

北海道 苫小牧市消防本部 257 3 1.17% 244 0 0.00% 13 3 1.17%

福岡 北九州市消防局 988 47 4.76% 979 44 4.49% 9 3 0.26%

岐阜 岐阜市消防本部 519 10 1.93% 512 7 1.37% 7 3 0.56%

青森
青森地域広域事務組合

消防本部
512 3 0.59% 506 0 0.00% 6 3 0.59%

愛知 名古屋市消防局 2,323 49 2.11% 2,320 46 1.98% 3 3 0.13%

千葉 市川市消防局 510 29 5.69% 510 26 5.10% 0 3 0.59%

群馬 前橋市消防局 402 10 2.49% 402 7 1.74% 0 3 0.75%

女性消防吏員が３名以上増加した16消防本部のうち、９本部が政令市。

女性消防吏員が多い本部上位

12

都道府県名 消防本部名称
平成29年度 平成28年度
消防吏員数 消防吏員数

合計 うち女性 女性割合 合計 うち女性 女性割合

東京 東京消防庁 18,497 1,210 6.54% 18,666 1192 6.39%
神奈川 横浜市消防局 3752 133 3.54% 3,695 126 3.41%
大阪 大阪市消防局 3,490 118 3.38% 3,498 113 3.23%
京都 京都市消防局 1,766 67 3.79% 1,770 67 3.79%

神奈川 川崎市消防局 1,462 63 4.31% 1,457 56 3.84%
北海道 札幌市消防局 1,833 60 3.27% 1,837 61 3.32%
兵庫 神戸市消防局 1,545 55 3.56% 1,534 54 3.52%
愛知 名古屋市消防局 2,323 49 2.11% 2,320 46 1.98%
福岡 北九州市消防局 988 47 4.76% 979 44 4.49%
広島 広島市消防局 1,319 43 3.26% 1,317 44 3.34%
埼玉 さいたま市消防局 1,374 39 2.84% 1,357 37 2.73%
千葉 千葉市消防局 1,002 35 3.49% 989 30 3.03%
福岡 福岡市消防局 1,043 34 3.26% 1,033 36 3.48%
埼玉 埼玉西部消防組合 866 33 3.81% 863 33 3.82%
熊本 熊本市消防局 826 32 3.87% 816 32 3.92%
大阪 堺市消防局 965 31 3.21% 966 26 2.69%
宮城 仙台市消防局 1,123 30 2.67% 1,121 30 2.68%
千葉 市川市消防局 510 29 5.69% 510 26 5.10%
静岡 静岡市消防局 1,048 29 2.77% 1,041 28 2.69%
静岡 浜松市消防局 915 28 3.06% 917 26 2.84%

神奈川 相模原市消防局 753 24 3.19% 754 22 2.92%
千葉 柏市消防局 498 22 4.42% 495 24 4.85%
岡山 岡山市消防局 735 22 2.99% 720 20 2.78%

女性消防吏員が多い23消防本部は、ほぼ例外なく大規模本部で、
全国平均割合（２．６％）以上となっている。
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ここまでの分析

• 女性吏員の数についてみると、消防本部間で
大きなバラツキがあることが分かる。

• 全体的に、大規模な本部ほど、女性活躍が
進んでいる傾向にある。

それでは、「小規模本部では女性活躍は進める
のは難しい」と言えるのか･･･？

13

女性消防吏員割合上位
（女性割合５％以上）

14

No.
都道府県

名 消防本部名称
平成29年度 平成28年度

消防吏員数 消防吏員数

合計 うち女性 女性割合 合計 うち女性 女性割合

1 石川 内灘町消防本部 32 3 9.38% 33 2 6.06%
2 岐阜 海津市消防本部 62 5 8.06% 63 5 7.94%
3 静岡 御前崎市消防本部 64 5 7.81% 60 5 8.33%
4 広島 安芸高田市消防本部 52 4 7.69% 52 4 7.69%
5 埼玉 蓮田市消防本部 92 7 7.61% 89 7 7.87%

6 東京 東京消防庁 18,497 1,210 6.54% 18,666 1,192 6.39%
7 神奈川 二宮町消防本部 46 3 6.52% 46 3 6.52%
8 東京 稲城市消防本部 108 7 6.48% 101 7 6.93%
9 埼玉 草加八潮消防組合 331 21 6.34% 328 21 6.40%
10 東京 三宅村消防本部 16 1 6.25% 13 1 7.69%

11 神奈川 葉山町消防本部 52 3 5.77% 46 2 4.35%
12 京都 精華町消防本部 52 3 5.77% 50 3 6.00%
13 千葉 市川市消防局 510 29 5.69% 510 26 5.10%
14 埼玉 入間東部地区消防組合 280 15 5.36% 280 14 5.00%
15 京都 綾部市消防本部 57 3 5.26% 55 3 5.45%
16 秋田 にかほ市消防本部 58 3 5.17% 63 3 4.76%

17 神奈川 平塚市消防本部 273 14 5.13% 278 13 4.68%
18 東京 大島町消防本部 20 1 5.00% 22 1 4.55%

女性割合が５％以上の消防本部の約７割が、吏員100名未満の本部。
小規模な本部でも、多くの女性が活躍している本部は多数ある。
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消防吏員の採用状況等

15

応募者 受験者 合格者 採用者

合計
うち
女性

女性
割合

合計
うち
女性

女性
割合

合計
うち
女性

女性
割合

合計
うち
女性

女性
割合

平成２４
年度

93,089 3,993 4.3% 7,519 241 3.2% 6,800 228 3.4%

平成２５
年度

95,719 3,942 4.1% 7,789 285 3.7% 6,824 241 3.5%

平成２６
年度

86,371 3,473 4.0% 7,449 270 3.6% 6,720 235 3.5%

平成２７
年度

82,143 3,313 4.0% 65,685 2,531 3.9% 7,450 332 4.5% 6,401 261 4.1%

平成２８
年度

77,052 3,205 4.2% 62,908 2,512 4.0% 6,512 356 5.5% 5,723 274 4.8%

※平成２６年度以前の受験者は統計なし

消防吏員の応募者及び合格者、採用者数は減少傾向であるが、それぞれ
における女性割合については増加傾向。

採用試験の応募者に占める女性割合
消防本部規模ごと

16
大規模消防本部ほど女性割合は高く、小規模消防本部ほどその割合は低い。
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応募者の動向
• 足下の応募者を見ると、景気回復や若年者の人口減少を受け、軟調に推移。

• しかしその中で、女性の応募者は一定水準を維持しており、割合は増加傾向。

• 一方で、応募者における女性の割合を本部の規模別に見ると、大規模な本部
ほど高い傾向。

「女性の先輩がいる本部」に集中している傾向があると言えるのではないか。

女性吏員の応募者確保に、今以上に取り組む必要

早期に女性採用を計画立てて行い、

「志望者から選ばれる本部」になる必要がある！
17

このことや、現場の声から聞き取ると・・・

今後の若年人口の更なる減少下でも

応募者数の維持（＝水準の維持）を図るためには・・・・

そのためには・・・

18

女性消防吏員数値目標設定は、全体で９割以上の本部が策定済み。
一方で、地域間のバラツキがあり、女性吏員の割合の低い地域では策定率
100％になってない地域も多い。
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２章 先進消防本部の取組事例の紹介 

 
 
 ここでは、様々な観点から、女性活躍に先進的に取り組んでいる本部の状況を

紹介します。 
 
 多様な本部の規模（大規模／中小規模）、多様な取組の内容（例えば、女性の

採用に関する取組、女性の働きやすい環境作りに関する取組、本部内での意識改

革に関す利取組など）での紹介を行っていますので、自らの本部に参考になる項

目をぜひ見つけてください。 
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【神奈川県】横浜市消防局 

○管轄区域：神奈川県横浜市

○管轄人口：3,728,124人

○吏員数：3,752人

（うち女性 133人・女性比率 3.5％） 

 いずれも平成 29年 4月 1日現在 

 横浜市消防局では、100名を超える女性が

勤務しており、消防隊や救急隊など災害現

場の最前線で活動しています。消防の仕事

は「屈強な男性の職場」というイメージを払

拭するため、女性限定の就職セミナーを開

催し女性の採用を促進するなど、全国に先

駆けた積極的な取組を行っています。 

 横浜市消防局における取組などについて

お話を伺いました。 

U1.横浜市消防局における女性活躍の経緯

（横浜市消防局御担当者の話） 

 横浜市では昭和 44年から女性を採用し

ており、当初は、災害予防の業務を中心に

従事していました。昭和 57 年から 61 年

の間は、国際的諸行事や本市関係儀式、式

典等での演奏を業務とする音楽隊に従事

していました。その後、平成６年の「女性

労働基準規則」の一部改正により、女性の

24 時間勤務が可能となったことで、平成

８年採用者から救急業務を中心に従事す

るようになり、その後、平成 16年の消防

庁通知を踏まえ、17 年に「女性の採用・

職域拡大に係る基本方針」を策定しまし

た。以降、特殊災害対応隊を除くあらゆる

分野において適材適所に配置を行う方針

を示し、警防業務では、消防隊員、救急隊

員、機関員、調査員、司令管制員などとし

て、日勤業務では、予防業務、総務・庶務

業務、消防学校の教官などとして業務に

就くなど、職域を拡大し、現在に至ってい

ます。 

U2.具体的取組

(1) 採用促進の取組

ア 女性限定の就職セミナー

 横浜市では、優秀な人材を確保するた

め、採用試験の受験を考えている方など

を対象に説明会を開催しています。 

参加者の性別は 

問いませんが、圧倒 

的に男性が多いこ 

とから、より多くの 

女性に消防の職場 

を知ってもらうた 

め、27年３月に初 

めて「女性限定就職 

セミナー」を開催し

ました。 

「女性限定就職セミナー」は、その後も

年２回開催していますが、対応する職員も

女性が多く、終始アットホームで和気あい

あいとした雰囲気のもと、参加していただ

いた方からも大好評です。 

参加者からは、「男性の多い普段のセミ

ナーは行きにくかったが、女性だけのセ

ミナーは参加しやすかった。」「女性消防

士は男性以上にかっこよく、憧れます。」

などの声が聞かれました。 
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イ 小説「消防女子!!」とのコラボレー

ション 

女性限定就職セミナーを開催するにあ

たり、小説「消防女

子!!」とのコラボ

レーションが実

現しました。 

「消防女子!!」 

 は、佐藤青南氏原 

 作の小説（宝島 

社）であり、横浜 

を舞台に主人公 

の女性消防士が 

活躍する物語で 

コミック化（竹書 

房）もされています。 

「消防女子!!」を、「女性限定就職セミ

ナー」のキャッチフレーズとして、また、

漫画家の上遠野洋一氏によるイラストの

使用についても承諾していただき、横浜市

消防局×消防女子!!のコラボポスターも

制作し、女性の採用に向けＰＲしました。 

 

(2) 復職支援の取組 

救急救命士リスタートプログラム 

救急救命士の中には、育児、介護、病気、

キャリアビジョンなど様々な理由で長期

間救急隊を離れている人がいます。そうし

た職員が、救急救命士として再運用する

ときに抱える救急業務への不安を解消す

るとともに、質を担保するため、29 年度

から再運用に向けた支援プログラムを始

めています。 

このプログラムは、救急隊試乗研修、座

学、手技の見極めからなる通年パートと、

救急救命士がペアで救急隊に乗車する救

急隊配置後パートの２本の柱で構成され、

救急救命士の再運用に向けた支援を行っ

ています。 

29年度は、育児休業経験者を含む３名の

女性職員が本プログラムを受講しました。 

以下、受講者の声です。「長期間救急業務

から離れていたため、知識や技術面での不

安、救急救命処置の高度化など日々変化し

ていく医療が復職するには大きなハード

ルとなっていました。当局のプログラムは

自分が納得いくまで受講でき、救急隊とし

て再スタートの第一歩を踏み出せるプロ

グラムになっていると思います。救命士と

して自信が持てるようになるまで受講し

たいと思っています。」 

 

U3.女性活躍の必要性やメリット 

  消防業務の対象となる地域住民は男女

比が概ね半々です。そう考えますと、現在

の消防職員の男女比はバランスが悪く、

女性をもっと増やすべきだというシンプ

ルな考えです。 

  女性がより増えることで、さまざまな

業務に男女それぞれの視点を取り入れな

がら、施策立案や消防活動の検討・検証な

どを行うことができます。これにより、地

域住民の期待により一層応えることので

きる組織になるのではないかと考えます。 

 

U4.メッセージ 

  横浜市消防局で

は、「女性の働きや

すい職場」＝「男性

も働きやすい職場」

という認識のもと、

性別にかかわらず、

男女ともに活躍で

きる職場づくりを進めています。 

消防は男性の仕事というイメージは一

朝一夕で変わらないかもしれませんが、女

性が活躍できる様々な取組を通じて、男性

も女性も意欲と能力を十分に発揮し、や

コミック「消防女子!!」 

作画／上遠野洋一氏 
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りがいを実感できるような職場環境づく

りを進めてまいります。 

そうすることにより、市民に親しまれ、

信頼される組織となり、ひいては、市民の

期待に応えることのできる組織になると

考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性限定の就職セミナープログラム（例） 

概要説明 

車両見学 

施設見学 

女性職員とのディスカッション 

女性職員とのディスカッション 18



【新潟県】新潟市消防局 

 

○管轄区域：新潟県新潟市 

○管轄人口：796,296 人 

○吏員数：936 人 

（うち女性 14人・女性比率 1.5％） 

いずれも平成 29 年 4月 1日現在 

 

 新潟市消防局は、女性消防吏員を初めて

採用したのが平成 13年度と、この規模の消

防本部にしては決して早い方ではありませ

ん。 

しかし、近年、局内での女性活躍に関する

意識づくりを積極的に実施したほか、特徴

的な説明会やＰＲを行うなど、女性消防吏

員の目標達成に向け積極的な取組を行った

ところ、平成 29年度には全 35名の採用中、

4 名が女性になるなど、大きな成果が上がり

つつあります。 

 こうした取組の詳細について、新潟市消

防局における取組など、消防庁女性消防吏

員活躍推進アドバイザーでもある、企画人

事課の加藤順一課長と、荒木泰史係長から

お話を伺いました。 

 

U1.新潟市消防局における女性活躍の経緯 

  平成 13 年度に初めて、女性消防吏員を

1名採用しました。それ以降、数年に一度

のペースで、１～３人の女性が採用され、

25 年までに女性吏員が 10 名に。その後

は、29 年度に 4 名の女性が採用され、現

在、14 名の女性吏員が勤務しています（今

まで退職した女性吏員は無し）。 

また施設面では、全 8区にある消防署に

ついては、建て替えに合わせ、専用施設の

整備を順次進めています。 

初めて同局で採用された女性吏員につ

いては、育児休業を経験し、復帰後は、救

急救命士資格を生かし救急現場でも活躍。

現在は、消防司令補の階級に就き、消防職

員の育成担当として日勤勤務をしていま

す。 

  なお、女性吏員 14 名中 9 名（約 6 割）

が救急救命士資格の保有者です。 

 

U2.新潟市消防局が行う取組 

 (1)計画の策定と局内全職員の共有 

  27 年度に「女性消防吏員の活躍に向

けた検討委員会」を立ち上げました。当

時の同局は、女性吏員比率が 1.1％で、

これは政令市の中で最も低い水準でし

た。 

  そうした中で、女性の力を最大限に活

用して組織の活性化を推進するために、

また、消防庁次長通知も契機となって、

この計画が作られることになったので

す。 

  計画作成に当たっては、消防局次長を

委員長とした委員会を開催。あわせて、

現場（署）の課長や女性吏員も加えたワ

ーキングチームを組成し、組織全体で

の話し合いを心がけたとのことです。 

この話し合いに当たっては、「消防庁

次長通知に基づく数値目標（新潟市の場

合、平成 38 年度までに 6.2％）を達成

時の女性吏員は何人か（新潟市の場合
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58人）」、「その水準を達成するためには

どうすればいいか」との観点を踏まえ、

「毎年何人の女性を採用すべきか」を、

育児休業等の影響も踏まえつつ、シミュ

レーションなども実施しました。その結

果、新潟市の場合は、育児休業などの影

響を加味しつつ、毎年 4人程度の女性を

採用する必要があることが判明。これを

達成するために、そして女性活躍を推進

するために何をするべきかという議論

につなげていきました。 

委員会では、約 2年間にわたって検討

を続け、平成 29 年 3 月に「新潟市消防

局女性消防吏員活躍推進計画」を策定。

「活躍推進に向けた取組」として、①女

性応募者の増員、②職域の拡大、③制度

及び施設の整備の 3本柱を掲げ、それに

基づく取組を推進することになりまし

た。 

   さらに同局では、この計画を達成す

るのだという強い思いのもと、局の全

職員に周知することで、局内での共有

を図ったといいます。 

  

(2)各種の広報の実施 

  活躍推進計画中、「まずは消防を自ら

の職業として選択肢に含める女性を増

やすことが喫緊の課題」と分析しました。

これを受け、「消防は女性が活躍できる

職場だ」ということを周知するとの明確

な目標の下、次のような取組を行ってい

ます。 

 

① 特徴的な説明会の開催 

  同局では、職場のＰＲも積極的に行っ

ています。とりわけ目玉は、中学生以上

の女性と保護者を対象とした「消防ジ

ェンヌ 2017（女性限定職場説明会）」。

夏休み中に約 4時間にわたって、訓練展

示や訓練体験、庁舎見学、女性吏員の対

談や個別質問などを行う説明会で、多数

の熱心な志願者らが参加したとのこと。 

また、他機関が実施する職場説明会等

の機会も捉え、消防の仕事の魅力や女性

が活躍できる職場であることを積極的

にＰＲしています。実際に、参加された

方からは、「私の描いていた女性消防士

とは異なり，とてもやりがいがある仕事

で働きやすい環境があると思いました。

今日の体験をして消防の仕事により興

味を持ちました。とても憧れる存在にな

りました。」など好意的な感想をいただ

いたとのこと。 

▲ 「消防ジェンヌ 2017（女性限定職場説明会）」の

様子 ▼ 
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②小中学生への広報実施 

  また、小・中学生らに「消防にも女性

がいる」と身近に感じてもらうことで、

将来的な応募者数の増加につながると

期待されるとの考えの下、防火指導等に

おいては積極的に女性消防吏員を派遣

しています。 

中学生からは、「消防にも女性がいる

んですね。」と言われることもあり、 

「消防士になりたいと思う人？」という

質問に対し、体験前はなりたいと思う女

子は居ませんでしたが、体験後にはなり

たいと手を挙げる女子が増えました。 

 

③メディア、広報媒体を活用した広報実施 

市の広報番組や市報等を利用した市

民向けの広報に加え、フェイスブックを

活用して全国に情報を発信し、ＵＩＪタ

ーンを考えている学生に対しても広報

しています。 

 

▲ 新潟市消防職員募集ポスター 

 

U3.取組を受けての現状 

  平成 29年度に採用された職員は、全 35

名中 4 名が女性。これまでで最大の実績

を上げることができたといいます。 

  これを受けて、29 年度中の採用活動で

は女性吏員の志願者も順調に増加。昨年

度 10名だったものが 24名にまで増加し、

内定者も 3 人となるなど、良好な循環が

できつつあります。 

 
▲ インタビューにお答えいただいた企画人事課の

加藤順一課長と荒木泰史係長 

 

U4.加藤課長インタビュー 

－女性吏員が増えることの意義をどうお

考えですか。 

  まずは、さまざまな業務に男女それ

ぞれの視点を取り入れることができ、

住民サービスの向上が図られます。ま

た、優秀な人材の確保にも繋がります。 

 －シミュレーションなどを行う課程で、

工夫された点などを聞かせてください。 

  目標達成のためには、毎年 4 人ずつ

の女性吏員の採用が必要なため、これ

を仮定としました。そして、採用時点の

年齢差や産休・育休（第 2子まで）を更

に仮定として置き、表にして整理する

などしています。 
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－採用試験を実施するにあたり、工夫され

た点などを聞かせてください。 

  文部科学省で示している新体力テス

ト実施要項を参考に、合理的な判断が

できるよう年齢や性別ごとに点数を評

価するようにしました。 

－これまで必ずしも女性吏員比率が高く

はなかった新潟市が、近年これだけの実績

を上げているというのは、他の本部を勇気

づけることになると思われます。他の本部

の皆さんへのメッセージを。 

  まず、組織の中で女性消防吏員を増

やすための計画を立てて、目標を共有

してみてはいかがでしょうか。話し合

わなければ組織にとって必要なものが

見えてこない！ 

 

U5.取材後記 

同局の取組で特徴的なのは、職員総参

加での計画づくり。とりわけ、その策定

過程において、局全体で女性消防吏員の

活躍に向け、積極的に取り組んでいこう

という意識づくりがなされたと思われ

ます。計画の策定を局内の意識改革にも

結びつけた好例と言えるでしょう。 

また、「まずは消防が女性も活躍でき

る職場であることをもっともっとＰＲ

する」との考えの下、これから社会人に

なる年齢層の女性だけでなく、保護者や

子どもに対しても積極的なＰＲを行っ

ているのが、同局の特徴と言えます。 

   「取り立てて特徴的なことはやって

ない」と加藤課長らはおっしゃいます。

しかし、「奇をてらった取組」という訳

ではなく、意識改革の推進と目標意識

の共有などの「内部固め」、そして、そ

れを踏まえた「外部ＰＲ」など、当たり

前のことをコツコツ実施することの重

要性を感じさせられました。 
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【岐阜県】海津市消防本部 

 
【平成 29年 4月 1日現在】 

○管轄区域：岐阜県海津市 

○管轄人口：35,540人 

○消防吏員数：62人 

（うち女性 5人・女性比率 8.1％） 

○初の女性採用：平成 8年 

 
 海津市消防本部は、組合消防として昭和

48 年にスタートし、平成 17 年に合併し誕

生した海津市を管轄区域とする消防本部で

す。 
 消防職員数は62人と小規模な消防本部で

すが、注目すべきは女性消防吏員比率の高

さで、女性比率 8.1％というのは全国の消防

本部でもトップクラス。また、過去 20 年以

上にわたって女性が活躍してきた経緯も注

目すべきことです。 
同消防本部の吉田一幸消防長にお話を伺

いました。 
 
U1.海津市消防本部における女性活躍の経緯 

 
平成８年度に２名の女性消防吏員を含む

消防吏員４名を採用し、それ以降、女性消防

吏員が活躍しています。この規模の消防本

部では相当早期から女性が活躍していたと

言えます。 
そもそものきっかけは、平成７年３月、新

たな指令台の導入をきっかけとした消防本

部庁舎の改修工事でした。その時、「この際

だから」ということで、事務室の拡張などと

あわせて女性職員エリアを設置したことか

ら、女性を積極的に採用しようという雰囲

気が生まれたとのこと。ちなみに、平成２年

頃に、吉田消防長が消防大学校の研修に参

加され、「これからの時代、『仮眠室の個室化』

と『３交代制の導入』、『女性活躍の推進』だ」

との思いを強くもたれたことがきっかけと

なり、庁舎の改修に当たっても、その点を消

防本部の中で主張、平成６年の女性の深夜

労働解禁も相まって実現しました。 

 
▲ 本部庁舎内。女性職員の仮眠室等は「専

用エリア」として扉で区切っている。 
 
そして、改修後は、「施設があるのだから

女性を消防吏員として採用しよう」と広く

広報、翌年度の採用試験には女性が 4 人応

募し、2 人の女性吏員が誕生したという経緯

です。 
その後、平成 10年、11 年、13 年、14年、

15 年に女性を各１名ずつ採用、その後は女

性の応募者が無く、採用がなかったものの、

平成 26年に女性１名を含む消防吏員３名を

採用。これまでに８名の女性を採用し、３名

は退職したものの、５名が勤務中です。 
また、現在勤務されている女性のほとん

23



本記事は、取材当時のものです。 

どが結婚・育児休業などを経験。育休復帰後

は、日勤なども経て現場に復帰している女

性も在籍しており、ベテランの方は消防司

令補の階級に就いているほか、隊長経験者

も複数います。 
なお、消防吏員 62 名中 24 名（約４割）

が救急救命士資格の保有者ですが、女性の

資格保有者は４名（保有率８割）もいます。 
 

U2.吉田消防長に聞いた女性活躍の秘訣 

 
一般に、「小規模本部では女性活躍が困難」

といわれます。実際、女性消防吏員比率を見

ると、大規模な消防本部ほど高い傾向にあ

るほか、消防吏員数 100 人未満の消防本部

では、女性消防吏員がいないという本部も

６割以上あります。 
 そんな中で、なぜ海津市ではこれだけの

女性が活躍を続けているのでしょうか。

我々が聞き取ったところ、次のようなポイ

ントが浮かび上がってきました。 
 

 
▲ インタビューにお答えいただく吉田一

幸消防長 
 
① まずは、トップやキーマンの考え・心が 

けが重要 

庁舎改修時に、当時としては先進的な考

えで女性職員エリアを設置し、翌年には「女

性を採用したい」という心がけで採用活動

を実施。その後の動きにつながった。 
 

② 計画的かつ気長な採用が重要 

吉田消防長は、「結婚、産休や育児は重要

なこと」と話す。一方で、特に出産や育児な

どの女性のライフイベントが一度に集中し、

休職中の職員が多くなってしまうと、特に

小規模な消防本部の場合、「人員のやりくり

が難しくなる」とも。 
そこで、一度に同世代の職員を雇うので

はなく、少しずつ多様な職員を採用できる

よう、配慮している。 
一方で、複数の女性を採用することには

こだわった。それも、全く同じ配置にはせず、

裏番に配置するなどして、女性同士、情報交

換ができる環境を整える。やはり「本部内で、

女性同士、相談できる環境が重要では」との

こと。 
 

③ 「女性だからできる（できない）・・・」

といったことはない 

小規模な消防本部ということもあって、

一人ひとりが様々な職務を担っている。「女

性だからこの仕事」、あるいは、「女性だから

これはできない」といったことはほとんど

無いとのこと。 
実際に、女性の救急隊長も出ているし、消

防隊においても、男女が同じようにポンプ

車に乗って消火活動に当たっている。 
 
以上のような心がけと地道な努力により、

海津市消防本部は、「女性がいるのが当たり

前」の職場になっているようです。 
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U3.消防長メッセージ

－女性活躍の意義をどうお考えですか？ 

市民目線で考えてみて、サービスを受け

る側、市民は、半分が女性な訳です。そうい

う組織に女性が誰もいないというのはおか

しいし、女性職員がいて困ると言うことは

絶対にない。市民の皆さんには喜んでもら

えています。 

それに、組織として、男性・女性双方いる

のが正常ではないかと思います。市民や議

会からも、そういう声があるのではないで

しょうか。 

▲ 執務室の吉田消防長

－とはいえ、平成８年の採用というのは、当

時としては先進的な取組だったと思います。

抵抗や戸惑いはなかったですか？

採用当初は色々悩みとか戸惑いもあった

かもしれない。細かい所では、「一緒に食事

した方がいいんだろうか」といったことな

どまで気にした、といった、今では笑い話も

あります。 

でも、それはお互い様。採用してから悩め

ばいいんです。 

今では、女性もどんどん活躍してくれて

いて、女性の隊長なども出てきています。お

互い色々な思いもあるだろうけど、現場で

はみんな「そういうものだ」と思うようにな

っているし、それが当たり前のことになっ

ている。 

－女性の採用をこれから本格的に進める本

部が、気をつけるべき点はありますか。 

やっぱり、複数人の女性がいた方がいい。

それも、全く同じ配置ではなく、裏番とか。

お互い「うちはこうだった」とか情報交換で

きるし、女性同士相談することもあるんだ

と思います。海津市は最初に 2 人採用した

のが良かったと思います。 

それから、出産など女性のライフイベン

ト時期が重なるとどうしても人事配置など

が大変になる。気長く採用していくことも

重要だと思います。 

－最後に、全国の本部、特に同規模の本部に

メッセージを。

「思い切ってやってみる」、「『女性を是非

採用したい』という思いでやる」といったこ

とが大事ではないかと思います。 

市民にとっては、「救急車に女性がいてく

れるだけで心強い」などといった声もある。

まずはやってみることが大事だと思います。 

～取材後記～

 消防本部訪問時、温かい笑顔で迎え入れ

ていただいた吉田消防長。平成 29 年度末で

定年退職されます。

同規模の消防本部に向けたメッセージを

お聞きしている時に「思い切ってやること

が大事。」の一言がとても印象的でした。

吉田消防長が示した女性活躍の道を、海

津市消防本部が今後さらに進んでいくこと

を期待したいと思います。
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【静岡県】志太広域事務組合
志太消防本部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○管轄区域：静岡県藤枝市・焼津市 

○管轄人口：285,400人 

○吏員数：254人 

（うち女性 8人・女性比率 3.1％） 

 いずれも平成 29年 4月 1日現在 

 

 志太広域事務組合志太消防本部は、静岡

県のほぼ中央に位置する焼津市及び藤枝市

が構成市となっており、職員 254 名のうち

約３％を占める８名が女性です。当本部で

は、女性職員がより輝ける職場にしていく

ため、「女性活躍推進会議」を定期的に開催

し、施設面・勤務体制・メンタルケア・キャ

リアアップ・女性消防士のＰＲなど、組織と

して女性職員からの意見要望に対する取り

組みを重点的に実施しています。 

 志太広域事務組合志太消防本部における

取組などについてお話を伺いました。 

 

U1.志太広域事務組合志太消防本部における

女性活躍の経緯 

 （志太広域事務組合志太消防本部御担当

者の話） 

  志太広域事務組合志太消防本部は平成

25 年３月 31 日に広域化されて現在に至

ります。女性職員は、平成 11年に旧焼津

市消防本部で、平成 16年に旧藤枝市消防

本部で初めて採用し、現在は全体の約

３％にあたる８名が消防隊・救急隊等の

交替制勤務や予防業務等の毎日勤務で活

躍しています。中には、消防隊員でありな

がら選抜救助隊の一員として多方面で活

躍する職員もおり、組織としても更なる

女性職員の職域拡大を重視しています。 

平成 29 年度からは１つの消防署に複数

名体制で配置し、孤独感を感じないよう声

掛けや相談し合える環境を整備したこと

により、女性職員の精神的な支えに繋がっ

ています。 

  平成 27年に消防庁次長から発出された

「消防本部における女性消防吏員の更な

る活躍に向けた取組の推進について」を

受け、平成 28年３月に「女性活躍推進法

に基づく志太広域事務組合特定事業主行

動計画」第１期計画（平成 28年度～平成

32 年度）を作成し、女性の活躍を推進す

るために積極的に取り組んでいます。 

 

U2.志太広域事務組合志太消防本部が行う取組 

 (1) 女性活躍推進会議 

女性の意見を職場の中に積極的に取り

入れることを目的として、平成 28 年に女

性活躍推進会議を設置し、計５回開催しま

した。 

第１回では、施設面や勤務体系など職

場環境をテーマに議論し、女性からの「シ

ャワー室や仮眠室の整備」といった意見が

出され、次年度には未整備だった庁舎にシ

ャワー室を設置しました。 

第２回では、女性が活躍しやすい職場

環境と人員配置をテーマに議論し、平成

29 年度より各消防署（分署を除く）に複

数名の女性を配置する体制が整いました。 

第３回では、不祥事・セクハラ・パワハ

26



ラをテーマに、「男性だけでなく女性も危

機意識を持ち隙を与えない事、有事の際の

ホットラインの必要性」という意見が出さ

れ、公務員倫理の指導者（ＪＫＥＴ）を養

成し、不祥事防止委員会という組織を立ち

上げるなど組合全体で不祥事等を防止す

ることに努めています。 

第４回では組織の改革をテーマに「産休

後の復帰プログラム等を整備、妊婦時の制

服・電磁波エプロン等の事前整備」の要望

等が出されました。 

また、現在実施している「子育て中の母

親を対象とした救急講習」は、身近に起こ

り得る病状への知識と処置方法を重視し、

管内保育園の子育て支援センターにおい

て、誤飲や鼻血、けいれん発作などの応急

手当の方法や心臓マッサージのやり方を

女性職員が講義しており、今後も継続して

実施していく方針です。 

(2) 職員採用ポスターの作成

職員採用用のポスターは工夫しており、

平成 28 年度は、若い女性にも親しみをも

ってもらえるよう、現役の女性職員を救助

隊の服装で「S（志太）K（広域）J（事務）

K（組合）」を女性雑誌風に仕上げました。

平成 29 年度は、結婚、出産後も働く姿

をイメージしてもらうため、現役の女性職

員の子供をモデルに起用して「ぼくたち

のお母さん消防士なんだ。」のキャッチフ

レーズを添えました。職員の家族をモデル

にする案は、職員からの意見を募り、若手

女性職員のアイデアを採用したものです。 

市民の皆様へ女性職員の更なるＰＲが

できたとともに、消防という職が女性も活

躍できる場であることなど、市民の皆様に

お伝えできたと感じています。また、ポス

ターを見て志太消防本部を受験・採用され

た職員もおり、少しずつではありますが女

性受験者が年々増加する効果も出ている

と思います。 

(3) 各種説明会

管内の女子高に女性職員が出張訪問し、

消防という特殊な職場で働く「女性職員の

存在・活躍状況」をテーマとして、映像や

防火衣の着装体験等、ふれあい型の説明会

を実施しました。学校の先生や生徒からの

質問も数多くあり、消防で活躍することを

女性活躍推進会議

平成 28年度職員採用ポスター 
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イメージしていただけているのが見て取

れました。そのほか、構成市主催の女性消

防フェスタにも女性職員が参加し、消防の

魅力を広報しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

U3.女性活躍の必要性やメリット 

市民に奉仕する立場の公務員として老若

男女のニーズに敏感に応えることが必須で

あり、男性目線だけでなく女性特有のきめ

細やかな意見が組織力強化に繋がるものと

考えます。また女性消防士の存在を広報す

ることで、女性が輝ける職種の選択肢とし

て市民に広くＰＲすることができます。 

 

U4.メッセージ 

女性職員の心の声を聞くことが改善の第

一歩であり、女性の活動の幅が広がること

で組織力の強化に繋がるはずです。まずは、

女性職員の声なき声を聞くことから始めて

みるのが良いかと思います。 

 

子育てママへの救急講習 

女性消防フェスタの様子（構成市主催・志太消防本部協力） 

地元女子高校訪問（就職説明） 
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【愛知県】豊橋市消防本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○管轄区域：愛知県豊橋市 

○管轄人口：376,886人 

○吏員数：337人 

（うち女性 11人・女性比率 3.6％） 

 いずれも平成 29年 4月 1日現在 

 

 豊橋市消防本部では、管内に所在する大

学の女子学生を中心としたグループと協力

し、学生に対して女性消防吏員に対するイ

メージのアンケートを実施するほか、女性

消防士募集ポスターやＰＲ動画を作成する

などの取組を行っています。 

 豊橋市消防本部における取組などについ

てお話を伺いました。 

 

U1.豊橋市消防本部における女性活躍の経緯 

 （豊橋市消防本部御担当者の話） 

  豊橋市では平成 13年度から女性の採用

を開始し、現在 12名の女性が在籍してい

ます。 
  平成 30年度以降も計画的に増員してい

く予定でいます。 
しかし、消防吏員全体の受験者数に目を

向けると、近年ではゆるやかではあるもの

の下降線をたどっています。 
今までは、公務員である消防吏員はある

程度一定の受験者数を維持していたこと

から、積極的な採用広報活動を行っていま

せんでしたが、少子化や民間企業の積極的

な広報活動などの影響により、今後の採用

にあたっては、より厳しい状況となること

が予想され、さらに団塊世代の大量退職に

伴う組織の若年化が進行していることか

ら採用する段階から、より優秀な人材を求

める必要性を強く感じるようになりまし

た。 

  このことから平成 27 年度に「消防士へ

の憧れプロジェクト」と題して、手探りな

がら採用広報の強化事業を開始したとこ

ろです。 

  これと同時期、消防庁において、消防本

部における女性消防吏員の更なる活躍に

向けた検討会の検討結果を踏まえた、女

性の活躍推進を組織的に進める方針が示

されたこともあり、女性消防吏員の確保

という課題を意識して進めているところ

です。 

 

U2.消防士への憧れプロジェクトとは 

  「消防士への憧れプロジェクト」とは、

10 年先の将来を見据え、憧れという目に

見えないものを形として表現し、幼少期

から青年期まで一元的に消防吏員をＰＲ

することで消防吏員の担い手の確保、優秀

な人材を確保することを目的に展開して

いる採用広報強化事業です。その中で、女

性活躍推進に向けての方針としてはＲＣ

ＰＤを掲げ、事業を展開しています。 

  ＲＣＰＤとは、Ｒ（Research 調査）・Ｃ

（Creating 作成）・Ｐ（Practice 実践）・

Ｄ（Development 発展）のとおり、各テー

マの頭文字をとったものです。 
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(1) 調査（Research）女子学生の目線から調

査分析

・採用される側が女性消防吏員を魅力的と

感じるためには？ 

・女子学生の目線にたつところからスタート

従来からの採用する側が考える採用広

報ではなく、採用される側が魅力的と感

じる採用広報を実践するため、官学連携事

業として地元の大学と取組みました。 

愛知大学の女子学生を中心としたグル

ープと協力し、第１段階として「消防吏員

全般及び女性消防吏員」に対するイメージ

について学生約 900 人にアンケートを実

施しました。 

(2) 作成（Creating）女性消防士募集ポスター

・女性消防士ＰＲ動画

･調査分析結果を反映させた採用ガイダン

ス用ツールを作成

･プラスのイメージはさらにかっこよく。

マイナスイメージ はプラスに変えて。

第２段階として女性消防士募集ポスタ

ー、女性消防士ＰＲ動画を作成しました。 

アンケート結果をもとに、プラスのイメ

ージはさらにかっこよく、マイナスのイメ

ージや知られていないことをポスターや

動画に表現することを意識しました。 

(3) 実践（Practice）採用セミナーへの参加・

採用ガイダンス開催

・作成したツールを使用して優秀な人材の確

保を目指す 

・「母親＋娘」イマドキの若者を見据えた採

用戦略を展開 

ポスターや動画を作成したことにより、

様々なイベントに積極的に参加できるよ

うになりました。また、家族への理解を深

めるため、家族同伴での採用ガイダンスや

消防署見学会を企画しました。 

(4) 発展（Development）学生へのアプロー

チ・人材育成・環境づくり

・「消防は女性が活躍する職場」まずはその

ことを周知 

・現役の女性消防吏員の職域拡大を目指す。

Job Rotation ではなく Study Rotation！ 

・女性消防吏員に継続して活躍してもらうた

めに育児休業等からの復帰を支援 

アンケート結果では、全体の６割を超

える学生が「女性が消防吏員として働い

ていることを知らない」と答えていまし

た。そのため豊橋創造大学短期大学部に
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おいて、授業の一環として消防吏員に興

味のない女子学生に対して女性消防士セ

ミナーを開催したり、地元の高校生に対

して消防吏員の魅力を伝える授業を開講

しています。 

また、頻繁な人事異動が困難な消防業

務において女性消防吏員自身に職域拡大

の可能性を見つけてもらうために、研修

として多種多様な消防業務（全７セクシ

ョン）を体験してもらい、将来の展望を

抱く研修：Study Rotation を開始します。 

女性消防吏員に継続して活躍してもら

うために育児休業からの職場復帰に対す

る不安の軽減を目的としたセミナー等を

用意しています。 

 

U3.女性活躍の必要性やメリット 

  「女性ならでは」の一般的なイメージや

特性に捕らわれることなく、個々が持つ

特性・特技・能力が十分に発揮できるよう、

職域拡大研修等を通じて個人の優れてい

る領域を引き出し、訓練し、活躍できるよ

う人材育成や環境整備に努めています。

それが結果的に男性消防吏員に不足しが

ちな領域を女性が補い、あるいは女性消

防吏員が苦手な部分を男性が補うことで、

大きな相乗効果が生まれます。そこに消

防において女性が活躍する必要性やメリ

ットがあると考えています。 

 

U4.メッセージ 

社会情勢の変化や各方面からの情報を

積極的にとらえ、従来の手法にとらわれ

ず、時には目線を変えて行動していくこ

とを心がけています。女性消防吏員の確保、

職域の拡大、育児休業からの復帰支援等、

これらの女性活躍推進における課題を克

服し女性が輝く職場を目指していきます 

 
 
 
 
 
 
 

官学連携事業の様子 

 
 
 
 
 
 
 
     採用セミナーの様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

職域拡大研修：Study Rotation 
全７セクション（高度救助隊、指揮隊、消防指令セン

ター、予防、査察、総務、防災） 
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【岡山県】倉敷市消防局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○管轄区域：岡山県倉敷市・早島町・浅口市

金光町   

○管轄人口：507,705人 

○吏員数：458人 

（うち女性 5人・女性比率 1.1％） 

 いずれも平成 29年 4月 1日現在 

 

 倉敷市消防局は、女性吏員が 5人、比率は

1.1％と、現状だけを見ると、残念ながら（こ

の規模の消防本部の中では）「女性吏員が多

数活躍している」とまでは言いがたい状況

です。 

しかし、積極的に多様なＰＲを行うこと

で、ここ最近は女性吏員の採用が継続的に

進み、女性志願者も増加傾向にあります。ま

た、市民の意識にも変化が見られ始めてい

ます。 

具体的には、中学生以上の女性と保護者

を対象とした女性吏員の活躍や消防で働く

魅力をＰＲするため女性向け消防業務セミ

ナーを実施したほか、職員手書きのイラス

トを用いた女性消防士募集チラシや、「輝

け！消防女子」という消防広報動画を作成

するなど、積極的な取組を行っています。 

 倉敷市消防局における取組などについて

お話を伺いました。 

 

U1.倉敷市消防局における女性活躍の経緯 

 （倉敷市消防局御担当者の話） 

倉敷市消防局では平成８年度から女性吏

員を採用し始めましたが、平成 11年度の採

用を最後に 17年の間、女性吏員の採用があ

りませんでした。平成 28年度に１名採用し、

平成 30年度にも１名の採用が決まっていま

す。女性の採用試験受験者数についても平

成 27年度から増加傾向にあります。 

本格的に女性活躍の推進に取り組みだし

たのは平成 28 度からになります。異動によ

り人事担当未経験者が集まったため、消防

庁の週間情報などで見かける他本部の取り

組みを参考にしつつ、真似できるものは積

極的に実施しました。新しい試みに対して

ゴーサインを出してくれる職場の環境にも

恵まれました。 

最初の頃は「消防職員に女性がいるなん

て知らなかった。」という市民の声をよく耳

にしましたが、市内全世帯に配布する市の

広報誌で女性消防士特集を組んだ頃からマ

スコミ等の取材が増え始め、相乗効果によ

り女性消防士の認知度が向上しました。 

 

U2.倉敷市消防局が行う取組 

 (1) 広報媒体の作成 

職員手書きの女性吏員の働く姿をイラ

ストにしたポスターを作成。「あなたらし

さが、消防で開花する」のキャッチコピー

の下、消防の仕事、特に女性吏員が従事し

ている仕事を分野別に紹介するもので、女

性にも受け入れやすいタッチに仕上げま

した。管内の中学校、高等学校、大学等へ

配布を実施し、また、就職説明イベント等

の場での広報に役立っています。 

また、市長部局の広報担当課とも、女性

職員（女性吏員）増加という目的を共有す
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ることで、女性吏員の活躍や消防で働く魅

力をＰＲし、男性の中で輝く女性吏員を増

やすため、「輝け！消防女子」という消防

広報動画も作成しました。動画には女性吏

員全員が出演しています。業務内容や訓練

に加え、消防音楽隊における活躍の様子な

ど、文字通り女性吏員が「輝いている」様

子がご覧いただけます。 

(2) 女性向け消防業務セミナーの実施

平成 29年８月、中学生以上の女性とそ

の保護者を対象に、女性吏員の活躍や消防

で働く魅力をＰＲするため、女性向け消防

業務セミナーを実施しました。 

セミナーには 25 名が参加され、業務紹

介や装備品の試着に加え、女性用施設や消

防音楽隊の練習見学など、新たな消防の魅

力を感じていただきました。 

消防、救急、予防、指令の各業務に従事

する現役の女性吏員との座談会では、和や

かな雰囲気の中、参加者それぞれが不安や

疑問を解消し、消防への理解を深めていた

だきました。 

参加者からは、無線機の使用や防火衣

の着装といった貴重な体験ができたり、

実際の施設を見学することで職場の雰囲

気を感じることができたとの感想をいた

だきました。 

(3) 貸与品の工夫

貸与品付与に係る点数制度（年間１人あ

たり 100点以内、制帽 17点、安全靴 26点

など）において、女性吏員用被服や装備品

は、ロット数が少ないため調達価格が割高

になり、必要点数が高くなってしまうとい

う課題がありました。具体的には，女性吏

員用制服，かばん，パンプスなどがありま

す。これらはいずれも価格変動を見据えた

調整費などから割高分を賄うことにより、

調達価格が異なっても女性も男性と同点

数で被服や装備が取得できるようにして

います。 

また、女性吏員の制服用の靴はヒールの

あるパンプスであるため、妊娠時の転倒に

▲ＰＲ動画「輝け！消防女子」

▲チラシ「輝け！消防女子」

▲セミナーの様子
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よる母体への影響を考慮し、制服にも似

合うフォーマルな作業靴を貸与品に導入

しています。転倒危険だけでなく、動きや

すさや疲労軽減効果も好評で、妊娠時期に

は人気の貸与品となっています。 

(4) 学校訪問等

女性吏員とともに、管内の女性比率の

高い高等学校を訪問しての業務紹介や、授

業の一つとして実施していた企業説明会

へ新規に参加させてもらい、また、管内の

大学が主催して大学内で行う就職説明会

に出向き、業務説明及び質疑応答を実施し

ました。 

管内の大学の就職支援センター等や市

役所主催の就職説明会のほか、一般のリク

ルート会社主催の「体育会系学生向け就職

説明会」において、女性吏員の活躍推進に

係る状況説明を実施しました。 

(5) 女性吏員を対象とした研修

平成 29年７月と 11月の計２回、女性吏

員を対象とした研修を実施しました。 

研修には市長部局の保健師や産業カウ

ンセラー（ともに女性）を交え、働く女性

の心の健康やセルフケアに関する講義を

受けました。 

また、グループ討議では、日頃抱えてい

る悩みや課題についてお互い話し合い、課

題が解決できる場にしました。男性職員は

席を外すことで女性のみの空間をつくり、

意見が出しやすい環境づくりの工夫をし

ました。参加した女性吏員からは、「女性

が一同に揃って話せる機会が少ないため、

このような機会はありがたい。」という意

見が出ました。 

U3.女性活躍の必要性やメリット

－市民の皆さんは、女性吏員にどういった

ことを求めているとお考えですか？ 

 こうした地道な取組の結果、「消防でも

女性消防士が活躍している」ことが市民の

間でも認知されるようになってきました。 

女性消防吏員に、男性並みの力仕事を求

めているわけではありません。 

救急の現場などで、「女性の隊員の方が

対応してくれたから抵抗感がなかった。」

という市民意見を耳にするようになりま

した。これは男性隊員にはできない住民サ

ービスです。 

－女性活躍のメリットをどう考えます

か？ 

人材の多様性を確保することで今まで

以上に市民サービスが提供できるように

なります。また、女性の活躍を推進するこ

とは、男性職員にとっても働きやすい職

場環境を構築することにつながり、結果と

して組織力が向上すると考えます。 

－最後に、他の本部の皆さんにメッセー

ジを。 

セミナーやイベントを開催しても参加

者がいなければ意味がありません。何をす

るにしても広報次第で効果が大きく変わ

ってきます。 

一方で、消防局の本業は災害対応です。

「餅は餅屋」ということわざがあるとおり、

広報は市長部局の広報担当課に助けても

らいましょう。電話での形式的な依頼では

なく、足を運んで担当者と顔を合わせ、仲

良くなることをお勧めします。 
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３章 消防本部の状況別の典型的な課題と対応分析 

 女性活躍については、全ての本部に共通する課題もあるが、本部の規模に応じ

て、また、当該本部における女性活躍の推進度合い（具体的には、現在の女性比率

や過去からの経緯等）に応じて、異なる課題も見えてくる。 

したがって、本部の状況により優先的に取り組むべき事項は異なると考えられ

る。 

 そこで、次のとおり課題の分析を行った。あわせて、本部の状況に応じた典型的

な課題に対する対応策として、先進本部などに見られる状況をあわせて提示したの

が、別表である。 

各消防本部では、自らの状況を踏まえ、本表から参考とすべき課題とその解決の

ヒントをつかんでいただきたい。

（１）本部ごとに特徴的な課題

本部の状況別に分析すると、次図のような特徴的な課題が浮かび上がる。
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（２） 共通してみられる課題（女性用施設等ハード面の課題）

女性専用施設の整備状況については、これまでも各消防本部において少しず

つ整備が進んでいるが、消防全体で見るとまだ十分とは言えず、今後とも計画

的に整備を進める必要がある。 

  より詳細に分析すると、まず、小規模で女性吏員がいない本部においては、

女性用の施設そのものが整備されていない事例が見受けられる。一方で、大規

模な本部においては、施設のうち一部しか女性対応できていないとの事例が見

受けられる。 

 また、一定以上女性の活躍が進んでいる本部は、施設に対する不満がかえっ

て高いとのデータもある。 

  いずれにせよ、各本部において、ハード面の対応を計画的に進めていく必要

がある。 

以上を踏まえ、各本部の状況別に処方箋を記載したものが別紙である。 
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【課題に対する対応策の処方箋】 

 

課題は主に「Ａ：制度・人事運用にかかるもの」「Ｂ:職員の意識にかかるもの」「Ｃ：採用の状況にかかるもの」に分類。 

なお、「ハード」に係る課題については、おおむねどの本部も共通の課題があると言える。各本部で自らの採用計画を踏まえ、ハード整備を進めるべき。 
  小規模な本部（吏員おおむね100人以下） 中規模な本部（吏員おおむね100～700人） 大規模な本部（吏員おおむね700人以上） 

同
規
模
の
本
部
と
比
べ
て
の
女
性
比
率 

女
性
比
率
の
高
い
本
部 

【Ａ 制度・人事運用面】 

課題女性の産休・育休時の「穴埋め」 

吏員数が少ないことから、一人ひとりの職員が担う業務が

重く、産休や育休をとる職員の「穴埋め」をどう考えるかが

課題。 

→①継続的な採用を心がける 

   一気に大量の女性を採用するのではなく、少しずつ採用

を継続し、出産等のライフイベントをずらす。 

   少しずつでも女性をとり続けることで、今後の女性志望

者の確保にもつながる。 

→②育休代替はじめ各種制度の導入・推進 

各種制度を整え、育休復帰しやすい体制を作る。小規模

本部の場合、様々な業務を行っているため、復帰さえして

くれれば比較的柔軟な人事配置も可能。 

【Ａ 制度・人事運用面】 

課題「女性活躍モデル」の育成 

小規模本部と異なり、ある程度職種が専門化している。一

方で、大規模本部ほどには人員に余裕がない。総合的な女性

の仕事・家庭の両立支援を行う必要がある。 

→①育休代替はじめ各種制度の推進 

   制度は整っていても運用ができていない事例が多数。本

庁の人事部局等と粘り強く交渉する必要がある。 

→②戦略的な人事配置 

例えば、一定程度の人事異動を続け、女性に多様な経験

を積ませることで、将来的に産休・育休からの復帰なども

スムーズになる（柔軟な人事配置が可能）。 

【Ａ 制度・人事運用面】 

課題「女性幹部モデル」の育成 

仕事・家庭の両立支援に加え、更なる女性活躍を進めるた

めにも、幹部のロールモデルを育成し、後に続く女性を増や

す必要。 

→①ロールモデルたりうる女性幹部の育成と、そのための戦略

的な人事配置 

   戦略的な人事配置を行うことで、近隣消防本部も含めた

真のロールモデルを育成する。 

【Ｃ 採用面】 

課題女性活躍の一定程度進んだ大規模本部同士で、女性応募者

の「取り合い」が生じている 

→①消防分野全体の女性活躍を見通したＰＲの推進 

消防吏員を目指す女性全体を底上げするような採用活動 

女
性
比
率
の
低
い
本
部 

【Ｂ 職員の意識面】 

課題女性活躍への理解不足（特に女性のいない本部） 

  職員間で、そもそも女性活躍の意義や必要性への理解に乏

しい場合がある。 

→①女性活躍の意義の再周知 

→②女性吏員採用計画の樹立と情報共有 

  採用や女性吏員比率に係る目標を掲げ、それを共有して

いく課程で、女性活躍に向けた本部内の意識が向上する。 

【Ｃ 採用面】 

課題女性吏員の応募が集まりにくい 

特に、女性のいない本部は「取ってくれないのでは」との

不安から志望者が集まりにくい傾向にあるとされる。 

→①採用計画の早期樹立と、本部内での共有 

→②他本部などとも連携しながら、PRをより積極化 

  まずは「女性を採る」という意識を本部内でも共有する

ため、採用計画を樹立し、本部内にも周知徹底すべき。 

特に女性のいない本部では、事態を早期に好転させるた

めにも、ＰＲ等をより一層強力に行う必要。 

【Ａ 制度・人事運用面】 

課題女性吏員のロールモデル不在 

  ロールモデル不在につき、少ない女性消防吏員が不安を感

じ、結果的に定着率が悪化しかねない。 
→①近隣本部や都道府県内で協力したロールモデルの発掘 
   単体の本部ではロールモデルがいなくても、都道府県レ

ベルなどで女性の交流を促進させることで、広域的なロー

ルモデル発掘が可能に。 

【Ｂ 職員の意識面】 

課題女性活躍に対する理解促進 

  まだ女性の在籍してない現場も多く、女性吏員の意義等が

十分に周知されているとは言えない状況があるため、特に男

性職員に対し、理解を更に促進していく必要 

→①意識啓発の促進 

   男女ともに「育休のとりやすい環境作り」や「ハラスメ

ントの撲滅」などの意識啓発を推進。 

【Ｃ 採用面】 

課題女性吏員の応募が集まりにくい 

→①ＰＲの更なる積極化 

  管内の学校への直接ＰＲに加え、近隣本部とも適宜連携

しつつ、先進事例も参考にしながらＰＲを実施。 

【Ａ 制度・人事運用面】 

課題女性吏員のロールモデル不在 

大規模本部の場合、女性がいないという事態はほぼない

が、育休代替等の各種制度は整っていても実際の活用実績が

少ない等の状況もある。 

→①ロールモデルの育成等により、今いる女性が働き続けやす

い環境を作る必要 

【Ｂ 職員の意識面】 

課題女性活躍に対する理解促進 

  まだ女性の在籍してない現場も多く、女性吏員の意義等が

十分に周知されているとは言えない状況があるため、特に男

性職員に対し、理解を更に促進していく必要 

→①意識啓発の促進 

   男女ともに「育休のとりやすい環境作り」や「ハラスメ

ントの撲滅」などの意識啓発を推進。 

【Ｃ 採用面】 

課題女性吏員の採用の更なる拡大 

→①ＰＲの更なる積極化 

   大規模消防本部として、近隣の本部をリードしつつ、Ｐ

Ｒを実施していく。 

その他、全ての本部に共通する課題として、「施設の整備促進」があり、特別交付税措置も視野に入れつつ、施設整備を継続していく必要がある。 
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まとめ 
 
 女性消防吏員の活躍については、今なお多くの本部でまだまだ取組の余地が

ある状況と言えます。 
 各本部での取組を更に深化させるために、消防庁は、次のような対応を継続し

ていきます。 
 
【女性志願者を増やす取組】 
 ○各種のイベント（ワンデイインターンシップ等）の開催・支援 
 ○ポスター、パンフ、ネット等を活用した PR の推進 
 
【本部で働く女性を支援する取組】 
 ○ロールモデルとなるような女性の発掘・情報共有・情報発信の推進 
  （先進事例の紹介や各種講演会の開催を通じ、情報発信など） 
 
【本部を支援する取組】 
 ○女性活躍アドバイザー制度の継続 
  （人数の拡大も目指す） 
 ○先進事例の更なる発掘・情報共有・情報発信の推進 
 ○女性専用施設の整備に関する支援（特別交付税措置） 
 
 「女性が働きやすい組織は、男性も働きやすい組織」とよく言われます。誰も

が働きやすい組織は、活力のある、有事にも強い組織であり、消防はそうした組

織を目指す必要があります。 
 ぜひ、女性の活躍を推進することで、住民とともに歩む消防を共に作り上げて

いきましょう。 
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